
柔道整復師の専門学校附属の接骨院で、
高齢者の体操教室を指導

大阪府柔道整復師会医療スポーツ専門学校附属
オージェイ接骨院　健康運動実践指導者
松原 大貴 氏
大阪府柔道整復師会医療スポーツ専門学校教員
森垣 和也 氏
大阪府柔道整復師会医療スポーツ専門学校の附属施設
であるオージェイ接骨院では、地域住民を対象にした
体操教室を開催している。松原大貴氏は、身体機能だ
けでなく注意機能も改善する運動指導を実践し、「運動
介入による高齢者の注意機能向上の影響」に関する研
究も行っている。

高齢者を対象にした体操教室
▲松原氏（左）と森垣氏

ど
の
機
器
が
あ
り
、
運
動
療
法
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
も
３
台
設
置
さ
れ
て

い
る
。
施
術
を
担
当
し
て
い
る
の
は
、
専

門
学
校
の
卒
業
生
で
あ
り
、
柔
道
整
復

師
と
健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
資
格
を

持
つ
松
原
大
貴
氏
だ
。

施
術
を
希
望
す
る
患
者
は
高
齢
者
が

多
く
、
年
齢
の
平
均
は
80
歳
代
で
、
男
女

比
は
３
対
７
く
ら
い
で
女
性
が
多
い
。
腰

部
や
肩
周
り
の
痛
み
を
訴
え
る
人
が
多
い

が
、
接
骨
院
で
の
治
療
は
、
負
傷
原
因
が

明
ら
か
な
外
傷
性
の
負
傷
の
み
健
康
保
険

の
適
用
と
な
り
、
慢
性
の
痛
み
の
場
合
は

健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
。
松
原
氏
は

「
接
骨
院
で
の
健
康
保
険
の
適
用
に
つ
い
て

知
ら
な
い
人
が
多
く
、
周
知
の
必
要
を
感

じ
て
い
る
」と
言
う
。

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め

高
齢
者
の
体
操
教
室
を
実
施

オ
ー
ジ
ェ
イ
接
骨
院
で
は
、
通
常
の
施

術
の
ほ
か
に
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
体

操
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
地

域
で
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
よ
う
」と
い

う
地
域
包
括
ケ
ア
の
考
え
方
を
背
景
に
、

専
門
学
校
附
属
接
骨
院
と
し
て
、
社
会

的
な
貢
献
も
果
た
し
た
い
と
考
え
て
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
る

専
門
学
校
附
属
接
骨
院

大
阪
府
柔
道
整
復
師
会
を
運
営
母
体

と
す
る
大
阪
府
柔
道
整
復
師
会
医
療
ス

ポ
ー
ツ
専
門
学
校（
以
下
、「
専
門
学
校
」）

は
、
柔
道
整
復
分
野
の
研
究
者
・
技
術
者

を
育
成
す
る
４
年
制
の
学
校
だ
。
同
校
の

３
階
に
あ
る
オ
ー
ジ
ェ
イ
接
骨
院
は
、
専
門

学
校
の
実
習
機
関
、
学
校
運
営
母
体
で
あ

る（
公
社
）大
阪
府
柔
道
整
復
師
会
の
研
究

機
関
と
し
て
、
府
民
の
健
康
増
進
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

柔
道
整
復
師
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で

起
こ
る
骨
・
筋
肉
・
関
節
な
ど
人
体
の
運

動
器
の
損
傷
に
対
し
て
、「
柔
道
整
復
術
」

で
施
術
を
行
う
国
家
資
格
者
だ
。
施
術

に
は
、
骨
折
や
脱
臼
し
た
箇
所
等
を
徒
手

で
元
に
戻
す
整
復
法
、
低
周
波
や
超
音

波
の
機
器
を
使
っ
て
患
部
を
治
療
す
る
物

理
療
法
、
患
者
の
体
の
自
然
治
癒
能
力

を
高
め
た
り
し
て
治
療
す
る
手
技
療
法
、

患
者
の
運
動
機
能
回
復
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
行
う
運
動
療
法
な
ど
が

あ
る
。

オ
ー
ジ
ェ
イ
接
骨
院
に
は
、
こ
れ
ら
の

施
術
を
行
う
た
め
の
低
周
波
機
器
、
赤

外
線
治
療
器
、
干
渉
低
周
波
治
療
器
な

健康づくりの現場から拓く vol.195
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前
後
の
Ｔ
Ｍ
Ｔ

-

Ａ
の
所
要
時
間
の
変
化

を
示
し
た
も
の
で
、
運
動
介
入
後
に
所

要
時
間
が
減
少
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｔ
Ｍ
Ｔ

-

Ａ
は
、
あ
る
特
定
の
刺
激
に

注
意
を
向
け
る
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る

選
択
性
注
意
課
題
の
た
め
、
こ
う
し
た

注
意
能
力
が
機
能
訓
練
指
導
に
よ
っ
て
向

上
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
検
査
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
課
題

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
注
意
力
向
上

や
転
倒
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
と
い
う
。

ま
た
図
２
は
、
機
能
訓
練
指
導
の
運

動
介
入
前
後
の
Ｔ
Ｍ
Ｔ

-

Ｂ
の
所
要
時
間

の
変
化
を
示
し
た
も
の
だ
。
こ
ち
ら
は
、

運
動
介
入
前
後
で
所
要
時
間
の
有
意
な

変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

Ｔ
Ｍ
Ｔ

-

Ｂ
は
、
実
行
機
能
、
視
覚
概

念
機
能
、
視
覚
運
動
追
跡
、
注
意
な
ど

の
認
知
能
力
を
評
価
す
る
た
め
の
効
果

的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｔ

-

Ａ
よ
り
も
複
雑
な
検
査

内
容
で
あ
る
た
め
、
参
加
者
か
ら
は「
集

中
力
が
続
か
な
い
」「
疲
れ
る
」と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
た
。

松
原
氏
の
研
究
に
協
力
し
た
、
専
門

学
校
の
教
員
を
務
め
る
森
垣
和
也
氏
は
、

「
運
動
介
入
後
の
疲
労
し
た
状
態
で
行
う

体
操
教
室
は
、
月
曜
日
～
金
曜
日
の
14

～
15
時
半
ま
で
の
実
施
で
、
予
約
は
必
要

な
い
。
接
骨
院
に
立
ち
寄
れ
ば
、
そ
の
場

で
参
加
で
き
る
。
集
客
は
チ
ラ
シ
の
配
布

や
口
コ
ミ
が
中
心
で
、
参
加
者
は
毎
回
３

～
５
名
ほ
ど
だ
。
運
動
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
松
原
氏
は
、「
参
加
者
は
圧
倒
的
に
女

性
が
多
く
、
週
１
、２
回
、
決
ま
っ
た
曜
日

に
参
加
さ
れ
る
人
が
多
い
」と
話
し
、
体

操
教
室
で
体
を
動
か
す
習
慣
が
定
着
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

体
操
教
室
参
加
者
を
対
象
に

運
動
介
入
研
究
を
実
施

体
操
教
室
で
は
、
高
齢
者
の
身
体
機

能
改
善
、
転
倒
防
止
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る（
表
参
照
）。

「
高
齢
者
が
定
期
的
に
運
動
を
行
う
こ

と
は
、
身
体
機
能
だ
け
で
な
く
認
知
機

能
の
低
下
も
抑
制
で
き
る
」と
い
う
研
究

報
告
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
原
氏
は
体
操

教
室
参
加
者
を
対
象
に
、「
接
骨
院
で
行

う
機
能
訓
練
指
導
が
高
齢
者
の
注
意
機

能
向
上
に
及
ぼ
す
効
果
」に
つ
い
て
の
介
入

研
究
を
行
っ
た
。

研
究
対
象
は
、
体
操
教
室
に
通
う
高

齢
者
15
名（
年
齢
79
±
６
・
１
歳
、
男
性

１
名
、
女
性
14
名
）で
あ
る
。

研
究
方
法
と
し
て
は
、
注
意
機
能
検
査

は
、
Ａ
４
判
の
用
紙
上
に
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置

さ
れ
た
１
か
ら
25
ま
で
の
数
字
を
小
さ
な
ほ

う
か
ら
順
に
線
で
結
ん
で
い
く
時
間
を
測

定
す
る
Ｔ
Ｍ
Ｔ（trail m

aking test

）-

Ａ

検
査
と
、
Ａ
４
判
の
用
紙
上
に

１
か
ら
13
ま
で
の
数
字
と「
あ
」

か
ら「
し
」ま
で
の
ひ
ら
が
な
が

ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
さ
れ
、
そ
れ
を

「
１

-

あ
、
２

-

い
、
３

-

う
」の

よ
う
に
交
互
に
線
で
結
ん
で
い

く
時
間
を
測
定
す
る
Ｔ
Ｍ
Ｔ

-

Ｂ
検
査
の
２
種
を
行
っ
て
評
価

し
た
。
ど
ち
ら
の
検
査
も
、
所

要
時
間
が
短
い
ほ
ど
注
意
機
能

が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。

対
象
者
に
は
、
最
初
の
体
操

教
室
の
機
能
訓
練
前
に
Ｔ
Ｍ

Ｔ

-

Ａ
、
Ｔ
Ｍ
Ｔ

-

Ｂ
を
３
回

行
っ
て
も
ら
い
、
３
回
の
所
要

時
間
の
中
央
値
を
採
用
値
と

し
た
。
そ
う
し
て
４
週
間
の
運

動
介
入
後
に
、
同
様
の
検
査

を
実
施
し
た
。

機
能
訓
練
指
導
に
よ
り

高
齢
者
の
注
意
機
能
が

向
上

４
週
間
の
間
に
は
、
週
に
１
回
90
分
の

機
能
訓
練
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
機
能
訓

練
指
導
の
内
容
は
表
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
例
に

準
じ
た
も
の
だ
。

図
１
は
機
能
訓
練
指
導
の
運
動
介
入

項　目 時 間 内　容

1 バイタルチェック ―

2 アイスブレイク 10分 雑談、ゲームなど

3 ウォーミングアップ 20分 いすに座ってのストレッチング、バランス運動、ラジオ体
操第一など

4 主運動（筋力向上運動、
機能的運動） 40分 いすに座って行うもの、立って行うもの、ボール、タオル

を使う運動など

5 クールダウン 10分 静的ストレッチング、マットリラクゼーション

6 学習時間 10分
本日の運動プログラムの解説、疲労感を主観的運動強度
で確認する
自宅で継続できる運動のアドバイスや指導

7 バイタルチェック ―

表●機能訓練指導プログラムの一例（90分）
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検
査
と
し
て
、
Ｔ
Ｍ
Ｔ

-

Ｂ
の
実
施
方
法

や
内
容
に
関
し
て
は
検
討
の
余
地
が
あ

る
」と
指
摘
す
る
。

Ｔ
Ｍ
Ｔ

-

Ｂ
は
、
注
意
の
連
続
的
な
変

換
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
長
期

間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
追
跡
調
査
を

行
え
ば
、
今
回
の
研
究
と
は
異
な
っ
た
結

果
を
得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
森
垣
氏
は
、
追
跡
調
査

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
阪
市
西
区
と
協
働
で

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献

専
門
学
校
は
令
和
６
年
２
月
、
学
校
の

所
在
地
で
あ
る
大
阪
市
西
区
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。
双
方
の
資
源
を

有
効
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題

の
解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
、
学
生
と
共
に

区
民
の
健
康
増
進
に
協
力
し
て
い
る
。

オ
ー
ジ
ェ
イ
接
骨
院
も
西
区
と
の
協
働

事
業
と
し
て
、「
い
き
い
き
健
康
教
室
」

を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、機
能
改
善
、

転
倒
予
防
、
認
知
症
予
防
、
脳
の
活
性

化
な
ど
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
の
た
め
の

運
動
教
室
で
あ
る
。
年
２
回
の
募
集
で
、

週
１
回
90
分
の
運
動
教
室
が
半
年
間
継

続
し
て
実
施
さ
れ
る
。

こ
の
健
康
教
室
は
専
門
学
校
５
階
の 

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
毎
回
15
～
20
名

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
松
原
氏
が
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。

今
後
は
乳
幼
児
の
い
る
親
を
対
象
に
し

た
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
活
動
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
専
門
学
校
の
研

究
力
を
生
か
し
、
接
骨
院
も
実
践
的
な

側
面
か
ら
協
力
し
て
、
西
区
と
の
協
働

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
計
画
中
だ
。

運
動
指
導
の
資
格
取
得
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
が
的
確

柔
道
整
復
師
と
し
て
長
年
の
経
験
を

積
ん
で
き
た
松
原
氏
だ
が
、
健
康
運
動

実
践
指
導
者
の
資
格
を
取
得
し
た
の
は

令
和
６
年
３
月
だ
。「
専
門
学
校
在
籍
中

に
取
得
を
奨
励
さ
れ
て
い
た
が
機
を
逃

し
、
高
齢
者
の
運
動
指
導
を
続
け
て
い
く

な
か
、
改
め
て
勉
強
し
直
そ
う
と
考
え

た
」と
言
う
。

身
体
の
機
能
に
つ
い
て
は
精
通
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
の
が
難
し
い
と
感
じ

て
い
た
松
原
氏
は
、「
健
康
運
動
実
践
指

導
者
の
資
格
取
得
に
よ
っ
て
知
識
が
補
わ

れ
、
よ
り
的
確
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
が

可
能
に
な
っ
た
」と
自
信
を
も
っ
て
い
る
。

運
動
指
導
者
と
し
て
の
今
後
の
目
標
に

つ
い
て
松
原
氏
は
、「
教
室
で
友
人
と
楽

し
く
運
動
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
々
は
、

い
ま
の
ま
ま
健
康
を
維
持
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
需
要
に
応
え
ら
れ
る
指
導

を
し
た
い
」と
話
す
。

学
生
の
育
成
と

研
究
の
継
続
に
も
意
欲

オ
ー
ジ
ェ
イ
接
骨
院
は
、
専
門
学
校
附

属
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
学
生
の
育
成

と
研
究
機
関
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

る
。
西
区
と
協
働
の「
い
き
い
き
健
康
教

室
」に
は
、
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
る
こ

と
も
多
い
。
接
骨
院
で
開
催
し
て
い
る
体

操
教
室
に
は
専
門
学
校
１
年
生
が
、
施

術
補
助
に
は
３
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的

に
臨
床
実
習
生
と
し
て
参
加
し
、
指
導
や

評
価
を
行
っ
て
い
る
。
松
原
氏
は
、
こ
う

し
た
学
生
の
指
導
も
担
当
し
て
い
る
。「
接

骨
院
の
患
者
は
学
生
の
若
い
パ
ワ
ー
を
好

意
的
に
受
け
止
め
て
く
れ
る
の
で
、
よ
い

刺
激
に
な
っ
て
い
る
」と
言
う
。

松
原
、
森
垣
両
氏
は
、
前
述
し
た
介

入
研
究
に
関
し
て
も
、
対
象
者
の
人
数
を

増
や
し
、
よ
り
精
度
の
高
い
研
究
を
行
う

こ
と
で
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
介
護

予
防
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

図２●�機能訓練指導による運動介入前後でのTMT-Bの所要 
時間の変化（中央値の平均値±標準偏差）
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図１●�機能訓練指導による運動介入前後でのTMT-Aの所要 
時間の変化（中央値の平均値±標準偏差）
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